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ressed, slightly broadened near the apex ending with 2 to 4 forcipate or paimate，sho 
rt subulate segments、 — ’ 、 • 

Unfortunately, neither nemathecia nor cystocarps are found in the writer’s 
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specimens. It seems to propagate in the lagoon, wholly by the vegetative mvision 
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of the thallus . 、 

3- マツバライギス （新稱〕，はイギス屬の.一種で，■:樺太の遠淵湖と海馬島で他の海藻 
や動物〔ヱラコの樓管〕の上に着生するのが見出された。 Denmark' から報告の Cera - 
mium cimbricum Petersen に同定され，中村義輝氏によれば室廳こも產すると云う〇 
體は極めて纖細で節部の皮層細胞の作る帶の幅は極く狭い。原記載には生殖器官未詳と 
あるが，四分胞子を荽見したのでその記載を與へた。和名は成熟釋本の探集者，松原庄. 
介氏（前樺太寒天會社養殖硏究屏員:）©名を記念したもの。 . 

4. ヒメムラサキは 稻垣貫一氏 ¢1935) が忍路で發見した新種〔コノハノリ科〕で室 
蘭にも知られたが （: 日本海藻誌 76〇 頁〕樺太海馬鳥でエラコの瘦管表面に着生する未熟 
の個體を採集した。 .. 

5. イトオキツノリ ら新稱〕はォキツノリ屬の一種で f 畐が頗る狹く，樺太遠淵湖內に 
イタニグ’サと混じて見出され，時にまぎらわしいことがある。乾燥すれば前者は殆ど黑 
色になるが本種ほ餘り黑くならず，殊に枝の.先は淡紅色であることが多いので識別は容 
县である。大西洋，地中海に分布する種で，近頃 Sinova 女史〔1938〕により沿海州の 
Petrov 島から報吿された。遠濁湖では結實標本は採集出來なかつた。恐らくイタラグ 
サ同樣，榮養繁殖のみを行ふのではあるまいかと思ふ。 


2 〇サ、ゲの花とフジの 莢果（久內淸孝；) 

.' 昨夏氣がついた匕とだが，朝みごとに サ、 ゲの花が咲いて居たので，歸りに失敬して 
お‘しばにするっもりで居尧〇ところが歸りが午後になったら，朝見たものは見るかげも 
なかった 〇 其後，會津農書を見て居たら「朝ひらき夕をま衣ぬさ^げ類半日もちて落る 
花ふさ」と云ふ農歌がのって居た。 ■ ' 

フ'ジ棚に長いこと實がぶらさが.って居た。いっにな.ったら，裂けるかと思って居たが 
な加なか裂げない。ことによると不稳性のものかと考へたこともあった0ところが節分 
の頃どれもま二っに裂けて，璋子を散らした0氣象關係と若干のっながりがあるかも知 
'れないが，東京と千葉縣の津田沼とでは，词時であっ/たから，少くとも關東平地では，. 
その頃裂開するものと思はれる。あんな堅いのが，われるのだから，'注章したら音が聞 
えるに違ひない0われた兩半の各片の內面は眞白、で美事である。こんな平凡な d とを今 
迄知らなかつたのは恥しいが，見灰ま ゞ をしるしておぐ。 


—.10 — 



